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研究成果の概要（和文）：わが国の公認心理師に認知行動療法を普及させるために、認知行動療法の基礎研究と
その臨床ワークショップへの応用研究をおこなった。臨床経験別に対応した認知行動療法について、うつ症状、
不安症状、統合失調症症状という３つの症状を中心に、それぞれの心理メカニズムについて基礎的な研究をおこ
ない、疾患別に特化した認知行動療法について調べた。

研究成果の概要（英文）：In order to disseminate cognitive behavioral therapies into Japanese 
Certified Public Psychologists, the workshops of cognitive behavior therapies for the various 
clinical disorders and the various levels of clinical experiences were developed.  The basic 
cognitive process of various clinical symptoms, such as depression, anxiety schizophrenic symptoms 
and stress reaction were investigated with psychological experimental and questionnaire method.  On 
the basis of the evidence of basic cognitive process of various clinical symptoms, the workshops on 
cognitive behavioral therapies were applied and developed. 

研究分野： 臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　うつ症状、不安症状、統合失調症症状という３つの症状を中心に、認知行動療法の基礎研究をおこない
その成果を多くの学術誌に報告した。その成果にもとづいて、わが国における諸学会・諸団体の研修会におい
て、公認心理師などを対象とした疾患別および臨床経験別の認知行動療法のワークショップを多数企画・実施
し、公認心理師に認知行動療法を普及させることに貢献した。また、公認心理師への認知行動療法の普及につい
て、出版活動をおこない、わが国における諸学会・諸団体においてシンポジウム、講演、座談会などを多数開催
し、成果をあげた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 認知行動療法は、世界の臨床心理学において主流となっており、うつ病・不安症・統合失調症・
摂食障害・パーソナリティ障害といった疾患別および臨床経験別に特化した技法が開発されて
おり、それに応じてワークショップも細分化されて行われている。わが国の公認心理師に科学的
な実践心理学を定着させるために、世界的な標準となっている認知行動療法とワークショップ
を普及させる必要がある。国家資格である公認心理師は、これまでの民間資格や学会認定資格と
は異なり、治療効果の説明責任が求められるため、エビデンス（科学的根拠）にもとづいて技法
を選択することは重要であるため、エビデンスがしっかりしている認知行動療法を公認心理師
の間に普及させることは重要である。しかし、わが国においては、認知行動療法とそのワークシ
ョップは、臨床現場でのニーズはきわめて大きいにもかかわらず、浸透が遅れている。 
 
２．研究の目的 
 
 わが国の公認心理師に科学的な実践心理学を定着させるために、世界的な標準となっている
認知行動療法とワークショップを普及させる必要がある。不安症・うつ病・統合失調症・ストレ
ス疾患など、疾患別および臨床経験別に特化した認知行動療法とその基礎過程を研究し、そのう
えでワークショップ確立し、普及をはかることが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 
 第１に、認知行動療法とそのワークショップについての情報収集をおこなう。研究代表者およ
び連携研究者は国際学会に参加して研究発表し、学会に併設された臨床ワークショップに参加
し、認知行動療法のノウハウを獲得する。 
 第２に、認知行動療法のワークショップをおこない、その普及をはかる。わが国における諸学
会・諸団体の研修会において、公認心理師への認知行動療法の普及をめざしてワークショップを
企画・開催する。 
 第３に、認知行動療法とそのワークショップについて、出版活動をおこない、シンポジウム、
講演、座談会などを開催して、普及をはかる。 
 第４に、疾患別および経験別の認知行動療法の基礎研究と臨床応用研究をおこなう。世界の認
知行動療法の研究を参考にして、うつ症状・不安症状・統合失調症症状などの障害別に、認知行
動療法とその基礎となる心理過程について研究する。 
 
４．研究成果 
 
 得られた成果について、上で述べた方法別に述べる。 
 第１に、認知行動療法とそのワークショップについての情報収集をおこなった。研究代表者お
よび連携研究者は、2017 年の世界精神医学会、欧州認知行動療法学会（EABCT）、2018 年の国際
応用心理学会、2019 年の世界行動療法認知療法会議（WCBCT）などの国際学会に参加して研究発
表し、学会に併設された臨床ワークショップに参加し、認知行動療法のノウハウを獲得した。 
 第２に、認知行動療法の普及をはかるため、わが国における諸学会・諸団体の研修会において、
公認心理師などを対象とした疾患別および臨床経験別の認知行動療法のワークショップを多数
開催した。日本心理学会、日本認知・行動療法学会、日本認知療法・認知行動療法学会、日本不
安症学会などの学術大会や、東京認知行動療法アカデミー、公認心理師の会などの研修会におい
てワークショップを企画・実施した。また、本格的に認知行動療法の技法を学ぶ場として設立し
た東京認知行動療法アカデミーにおいて、2017 年～2018 年まで毎年４回、各回ごとに６本、計
48 本のワークショップを主催した。 
  第３に、認知行動療法とそのワークショップについて出版活動をおこない成果をあげた。イギ
リスで 2008 年からおこなわれ認知行動療法の普及に貢献した「心理療法アクセス改善」
(Improving Access to Psychological Therapies: IAPT)政策についてのレイヤードとクラーク
の書籍を翻訳した（『心理療法がひらく未来：エビデンスにもとづく幸福政策』として 2017 年に
ちとせプレスから出版）。また、2018 年には、公認心理師の養成において科学者－実践家モデル
が大切なことを主張した『公認心理師エッセンシャルズ』を有斐閣から出版した。2019 年には、
統合失調症への認知行動療法について、『事例で学ぶ統合失調症のための認知行動療法』を金剛
出版から出版した。ほかにも、公認心理師の将来と認知行動療法についていくつかの専門誌に総
説論文を発表した。 
 また、認知行動療法を普及させるために、日本心理学会、日本心理臨床学会、日本認知・行動
療法学会、日本認知療法・認知行動療法学会、日本不安症学会などの学術大会において、公認心
理師への認知行動療法の普及についてのシンポジウム、講演、座談会などを多数開催した。 
 さらに、研究代表者は、2017 年に厚生労働省および文部科学省が主催した公認心理師カリキ
ュラム等検討委員会のワーキングチームに構成員として参加し、エビデンスにもとづく心理実
践や認知行動療法の重要性、科学者－実践家モデルにもとづく基礎心理学と実践心理学の統合、
生物・心理・社会モデルの重要性について主張して、公認心理師カリキュラムに反映させること



ができた。 
 第４に、疾患別および経験別の認知行動療法の基礎研究と臨床応用研究をおこなった。より効
果的な認知行動療法を発展させるために、認知心理学的実験法、質問紙実験法、質問紙調査法を
用いて、抑うつ症状・不安症状・統合失調症症状・ストレス症状などの症状別に、認知行動療法
と基礎となる認知過程やパーソナリティについて組織的に研究し、学術誌に報告した。 
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